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収効果が高かったようである。

なお千粒重については穂数の増加に伴ないフィルム

マルチ区は一般に軽く品質も5粂フィルム，マルチによ

って障害粒（鎮米胴割れ）が多目であり，2条区との差

が判然と鱒察される。また対照区に校ぺ青米混入比が明

らかに少なく，遅発分けつもマルチによって少な目であ

る。

雑草の発生との関係はメヒシノミ，ヒエが主で5粂フィ

ルム供試区に多発し，2粂区では極めて少な目であっ

た。しかし．播種後の覆土および除草剤の使用等も考え

られるので継続検討中である。なお播種時に組作業の関

係上多少労力を要するようであるが，反面施肥・播種後

においては慣行栽培に比較して少なく，瞳立機の導入等

も考えれば問題は少ないと思われる。

4．む　　す　　び

試験当初であり，問題点も少なくないが，陸稲栽培に

あたってフィルムマルチソング栽培法は当地方のよう

な，春季寒冷．秋季早冷地帯では，安全多収を行なうう

えからも生育促進を計り，稔実を良くし，活気的な栽培

法と思考される。問題点についてはさらに検討の必要は

十分あるが．とくに生育過繁茂になる可能性があり．倒

伏し難い品種の供用および出穂期前後の早魅防止対策法

等について留意すべき点と考えられる。

また10アール当りフィルム代4，000円程度必要とする

が1俵増収によって採算がとれるようであり．107－ル

400軸～500物の収量で30％～50％の増収が期待される

ことから，普及の可能性は十分に考えられる。供託フィ

ルムについては改善の余地はあるものの5粂フィルム程

度の密度では不適当のようである。

二条大麦の輪作体系確立に関する試験

第2報　二条大麦の輪作体系について

浅　　野　　清　　美

（宮城県鳥試）

1．ま　え　が　き

第1報（本誌第9号）で3カ年の中間成鎖を報告した

が，今回は最終年次の成績結果と綜合的考察を報告す

る。

2．試　験　方　法

1．試験区の構成（第9号　第1報　P163参照）

2．耕種梗概

tl）供試品種：二条大麦　キリン直1号

t21播種期：10月19日

t31施肥量：ビール麦化成10α当り100毎　（N

－P－K）成分量　7－10－6軸

（4I　供武面鏡および区制

1区面碩　35㌦　2区制　5（Z

3．試　験　結　果

1．試験経過の概要

播種当時は平年より気温は高目に経過したため年内の

生育は草丈高く，茎数は多目に経過した。1月中の降水

量は少なく生育は一時抑制されたが，3，4，5月上旬

にかけて順調な気象条件に経過したため生育は促進され

た。しかし5月中旬以降より6月中旬頃まで低温が続い

たので出穂は平年なみに経過し，成熟期は平年に比較し

て1～2日おくれた程度であった。病害の発生は連作年

次の長いほと多発し，輪作年次の長いほと被害は少なか

った。

2．病害の発生程度と生育収量について

年内における各試験区の生育状況は，連作区．一年連

作区は草丈やや低く，茎数も少なく経過し，この傾向は

越年後の生育にも影響し，ともに他の輪作区より生育は

劣る結果となった。2月下旬から連作区にモザイク症状

が認められ，3月30日の調査によれは区間の病徴の差は

顕著で，連作区および隔年，2年輪作区は発病時期が早

く病徴についても3カ年輪作より進んでいることが認め
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第1表　　生　育　と 害　調　査
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第　2表　　成熟期および収量調査
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江．穂数は㌶当り数値，※牧草区の千粒重低いのは倒伏現象による。

第3表　粒　選　歩　合
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られた。この傾向は4月下旬の調査結果でもわかるよう

にモザイク．黄枯症状，ネタロシスの発生程度に顎著な

差が認められ，3年輪作区はその発生はきわめて少なく

輪作による効果の顕著なことが改めて認められた。

出穂期，成熟期については各区とも著しい差はなく，

わずかに連作区は2日ほどおくれた程度であった。この

原因は3月中旬から4月にかけて大麦縞萎縮病の発生が

甚だしく，天折茎が多発し，残存茎の生育遅延によるも

のと考えられる。

群長，稔数については成熟期の調査結果によれは，連

作，隔年輪作，2年輪作区はいずれも劣り，千乗収量は

3年輪作区の30％程度の結果であった。粒質については

容積乱千粒重は前年までの傾向と異なり，各区とも殆

んとかわりなく∴粗蛋白については連作区だけやや低い

2

ュ

J

2

つ

J

7

A

T

l
J
っ
J
J
T
2
2
n
7

4
4
4
4
4
期

2
2
n
7
7
4
7

2

2

t

J

′

h

〓

リ

ノ

／

【

U

7

7

‘

U

′

－

U

∠

D

′

－

U

A

r

1

0

－

．

ヽ

J

O

l

n

7

1

J

く

ノ

2

5

つ

J

8

n

7

0

7

人

u

ノ

9

0

中
中
上
中
上
中

上
上
上
上
上
上

傾向が認められた。

また粒選歩合については連作区は大粒が多く，中・′J、

粒が少ない傾向がわかった。これは天折茎が多かったた

め健全穂が少なく却って残存穂の稔実が充実したものと

考えられる。

3．病害発生と気象条件との関係

大麦縞萎縮病の発生消長を年次的に追跡してみると昭

和36年には本試験の実施前であったが供試現地試験圃場

に大発生した。

また昭和37年（現地試験初年目）には，一般二条大麦

栽培地帯もまた現地試験地でも病害の発生は少なく減収

する程度匿はならなかった。

ところが昭和38年には現地試験地でも一般栽培地帯で

も病害の発生多く，連作区と輪作区の区間に顕著な差が

認められた。また翌年の昭和39年は試験圃場でも一般栽

培地帯でも病害の発生が少なく，翌昭和40年（試験最終

年次）にはその発生がやや多いというように．隔年ごと

に多発の傾向が認められた。

この要因を究明するために昭和36年の大発生の年次よ

り昭和40年までの気象．すなわち現地に近い築館と平年

値のある仙台の気象条件（掛こ気温と嘩水量との関係）

について検討してみた。その結果二条大麦縞萎縮病の発

生には播種当時から越冬後の2月頃までの気温と降水量
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第　4表　　気温と降水量比較（仙台）

別

次
年 年

江．0印は病害発生の多い年次

第5表　気温と降水量比較（築館）

注．0印は病害発生の多い年次

がもっとも大きく影響してることがわかった。すなわち

仙台，築館の気温および降水量の観測値を検討してみる

と，病害発生の多い年次は，平年より気温が高く（特に

年内10，11．12月の気温），降水量が多く，暖冬型の気

象条件の時に病害の発生が多いことがわかった。

4．ま　　と　　め

二条大麦の輪作体系を確立するために昭和37年から昭

和40年まで4カ年間にわたり現地試験を実施し，次のよ

うな結果を得た。

1．二条大麦を連作した場合は大麦縞萎縮病の発生は

多く，収量は漸減し，品質も低下するようになる。

2．隔年ごとに小麦を輪作した場合は大麦縞萎縮病の

発生はやや少なくなるが，輪作としては十分でない。

3．2年輪作では病害の発生程度は非常に軽微になる

が，生育収量に影響するので輪作年次としては不十分で

ある。

4．3年輪作区（牧草，混作，小麦の各輪作区）では

病害の発生は極めて少なく生育は順調で収量的にも健全

圃場と全く変わりがない。

5．病害の発生には年次差があり，暖冬型，降水量の

多い場合（特匹年内の気温，嘩水量）はその発生は多

く，1～2年の輪作では生育収量に不安定である。

6．3カ年輪作の場合は病害の発生はわずかに認めら

れる程度で，生育収量および品質，粗蛋白含量などにつ

いては影響ないものと考えられる。

以上の結果からみると二条大麦の栽培にあたって，大

麦縞萎縮病の発生地帯では3年以上の輪作（牧乱混作

小麦のいずれでもよい）が最′j、限度是非必要である。


